
※掲載順は、参加申し込みいただいた順となっております。

期間中の取組予定又は意気込み

建設業

ゼロ災Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ！2016参加事業場

本キャンペーンの趣旨にご賛同いただき、積極的に取り組んでいただける事業場です。
期間中のゼロ災達成を目指して、頑張ってください！

白山市
○ 現場内の整理整頓（転倒防止策）
○ 安全パトロールの実施
○ 照明設備の確保

金沢市 建設業

○ 降雨時や降雨後、すべり転倒を防止するために、昇降設備前に簡易足洗場を設置して靴底の泥
　 をよく落とし昇降する。また、両手で手すりをつかみ、３点支持にて昇降を行う。
○ 作業場への移動も、くぼみや凸凹のない場所を設け、常時同通路を歩行する。
○ つま先に鉄板の入った安全靴、安全長靴を使用する。
○ 現場内は常に整理整頓を心がける。

○ 全国衛生週間期間中に平成28年度労働衛生大会開催
○ 衛生パトロールの実施（10月第1週）
○ 年末年始経営者重点強化パトロール実施
○ 協力会社事業主研修等実施

○ 安全と健康の確保は、会社の最重要課題である。
○ 安全衛生管理体制を整備して、意識の高揚を図り、社員一丸となり安全衛生活動を推進して
　 労災0を実践する。

○ ＡＢＣ運動（Ａ＝あたりまえのこと、Ｂ＝ばかにせず、Ｃ＝ちゃんとやる）に伴い、本社、
　 各作業所において、足場、転落墜落、飛来落下、崩壊倒壊、車両系建設機械、クレーン等、
　 玉掛け用具、感電の危機、交通、快適職場、衛生、転倒災害について適切な状態での作業
　 環境を掲示物で「見える化」し、視覚で確認する活動を展開すると共に、各作業所には店
　 社安全パトロール等において､取組の指導を徹底し災害ゼロを目指す。

○ ＡＢＣ運動（Ａ＝あたりまえのこと、Ｂ＝ばかにせず、Ｃ＝ちゃんとやる）に伴い、当作業
　 所において、車両系建設機械、クレーン等、玉掛け用具、感電の危機、交通、快適職場、衛
　 生、転倒災害について適切な状態での作業環境を掲示物で「見える化」し、朝礼での視覚で
　 の確認と、日々のＫＹ、安全教育等においても取り入れ、活動を展開し、災害ゼロを目指す。

○ 転倒災害防止のための対策
　暗い地下構造物内での工事であることから、通路や昇降階段では足元を安全に導くＬＥＤ照
　明を使用し、作業足場や作業導線上では照度管理を徹底することで、転倒災害を防止させる。

○ 1０月20日に安全衛生大会を開催する。
○ 10月及び12月に経営者参加によるパトロールを実施する。
○ 安全部による現場パトロールを月2回以上実施する。
○ 現場安全教育資料に「転倒災害防止」を作成し、教育する。
○ 本社階段部に「転倒防止」注意看板を設置する。
○ 安全衛生委員会で「転倒防止」について検討する。

1 佐川急便株式会社 白山営業所 白山市 運輸交通業

○ 10月・・・階段・通路出入口労災防止の指導
○ 11月・・・ヒヤリハット事例に基づく指導
○ 12月・・・危険予知トレーニングの実施
　　　　　　  腰痛予防と準備体操の推進
　
　労使一丸となって労働災害の撲滅に取り組みます。

所在地 業種

3 株式会社小山組 金沢市 建設業

2 北陸綜合警備保障株式会社 金沢警送事業所 金沢市 警備業

№ 事業場名

○ 店社及び協力会合同安全パトロール
○ ゼロ災害達成のための「安全の見える化」の現場環境の構築

○ 転倒災害の防止
　・職場に「安全標語」を掲示し、朝礼時に唱和する。
○ 防衛運転の推進
   ・毎月の指導監督時に予測運転教育を行う。

ビルメンテナンス業

株式会社明翫組

14

15

16

酒井工業株式会社

建設業

建設業

協和道路株式会社 建設業

建設業

建設業

4

5 有限会社北陸建運 かほく市

10

13 日本海建設株式会社 金沢市

金沢市

金沢市

金沢市

真柄建設株式会社 北陸事業部 金沢市

○ 労働災害防止策の社員全員への周知徹底
　当社では毎月15日に、運搬時や積降し作業時の安全確保についてミーティングを行っていま
　す。今回の　「ゼロ災Challenge！2016」の申込に合わせ、9月のミーティングでは、労
　働災害防止策を社員全員に　周知徹底することを目的として話合いの場を設けます。過去を
　振り返ってみると、やはり「つまずき」による転倒が多いため、資料（つまずき・転倒災害
　の防止）を参考に、つまずきの防止や今後の靴の選定方法について学びます。
○ トラックの荷台への昇降装置３台の追加購入
　従来使用していた昇降装置を、荷台に接続できる手すり付きの昇降装置に変更することで、
　荷台への昇降時の転倒・転落防止に努めます。
○ 荷卸し場所における毎日のチェックシートの作成
　ドライバーに渡す運行作業指示書にチェックシートを添付し、積降し作業環境の安全確認を
　徹底します。

○ 平成28年度 北陸支店安全衛生管理計画書の月間重点目標に基づき、「墜落・転落災害の根
　 絶」に取り組みます。
○ 9月12日開催の安全衛生委員会において、労使協力して「ゼロ災宣言」を行った。
○ 9月5日～9月7日には、北陸3県の諸口災害防止協議会を各県で開催し、「たかが脚立、さ
　 れど脚立」のＤＶＤを周知した。
○ 各協力会社と共に、労使協力して「ゼロ災害」（休業災害ゼロ）の達成を目指す。

○ 転倒災害の防止
　SＴＯＰ！転倒災害プロジェクトのリーフレットを社内会議時に配布し、この内容について全
　社員に周知徹底することで、職場における転倒災害の撲滅を目指す。
○ 玉掛作業の「３・３・３運動」の実施
　玉掛けして３秒待つ、地切時３０センチ以内の高さで一旦停止、玉掛けワイヤーを張った状態
　で３メートル離れる、という運動を全社的に展開することで、重大災害につながる玉掛け作業
　による災害ゼロを目指す。

株式会社北陸綜合防災センター 金沢市

第一電機工業株式会社 金沢市

アキュテック株式会社 北陸支店 金沢市

ダイダン株式会社 北陸支店 金沢市

建設業

建設業

建設業

建設業

兼六建設株式会社
○ 私達は、「ゼロ災Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ2016」に参加し、労使協力して
　 労働災害防止のための取組を行い、期間中の労働災害ゼロを達成します。

金沢市

明翫・酒井 特定建設工事共同企業体戸水作業所
金沢港港湾機能施設整備（荷役機械）工事（基礎工その2）

加賀・酒井 特定建設工事共同企業体
平成27年度城北水質管理センター　第2水処理施設耐震補強工事

9

8

6

7

運輸交通業

○ 安全衛生パトロール（1回／月）
○ 年末特別安全衛生パトロール（12／16）
○ リスクアセスメントによる危険作業事前検討会（随時）

11

12



24 栗田ＨＴ株式会社 羽咋市
金属製品
製造業

25 松谷建設株式会社 志賀町 建設業

26
北川・小山 特定建設工事共同企業体
大浦千木町線地盤改良工事（その１）

金沢市 建設業

27 株式会社キンセイ 輪島市 建設業

28 大同開発株式会社 本社・川北工場 川北町
石油製品・

石炭製品製造業

29 みづほ工業株式会社 金沢市 建設業

30 北川ヒューテック株式会社 金沢本社 金沢市 建設業

○ 安全第一をモットーに、０災害に取り組みます。
　 まず健康であることが安全作業の要であるので、健康診断の受診をして、健康への不安をなく
 　して仕事に取り組む。
　 始業１時間、終業時の１時間が特に災害の発生が多いので、特に注意して、作業形態を考え無
　 災害に取り組む。

22

非公表

金沢市

23 有限会社森運輸 輪島市

17

18

19

21

有限会社森物産 輪島市

建伸工業株式会社 金沢市

A社(社名非公表） 非公表

清水・川田・豊蔵・表 特定建設工事共同企業体
北陸新幹線、手取川橋りょう他工事作業所

能美市

森土木工業株式会社 輪島市

20 安房運輸株式会社 金沢営業所

　当該工事は、現在、金沢市発注工事で整備が進められている海側環状線の整備工事において、
深層混合処理工（φ2.2ｍ、Ｌ＝21.0ｍ）を施し、道路支持力確保と液状化対策を施すものであ
る。軟弱地盤上において大型の3点式杭打機を使用しており、この重機の転倒事故防止対策と、
近接作業する重機類（主にＢＨ）や、補助作業員との接触事故防止対策が課題である。
【取組予定】
　・重機災害の防止
　・重機転倒災害の防止
【意気込み】
　気象条件も厳しくなる12月中旬頃に、主たる深層混合処理が終了し、クレーン作業を伴う付帯
設備の解体・撤去・搬出を行うことから、作業所職員一丸となって「労働災害発生ゼロ」を目指
す所存である。

○ 全員参加による安全最優先の職場作り
  ・過去作成したリスクアセスメント事例の見直し
  ・安全パトロール（月1回）による問題点摘出と対策・フォロー
  ・過去災害事例のフォロー
○ 安全衛生教育の計画的推進
  ・全員参加によるＨＨＴ抽出と対策案の検討
  ・危険体感装置（社外）の経験
  ・講習会等社外教育と社内安全教育の実施

○ はっきり合図  しっかり準備  心の安全  再確認  1人1人の力が集まり  労働災害ゼロ活動
  ・決められた現場のルール、注意事項を守る。
  ・自分の安全は自分で守り、仲間の安全は全員で守る。

建設業

運輸交通業

採石業

運輸交通業

○ 事業者自らの現場パトロール（目標月1回）
○ 災害事例検討会の実施（目標月1回）
  ・リスクアセスメントによる事例検討会
  ・リスクアセスメントのための知識取得含む
  ・全社員意識高揚のための掲示
 　10月1日～10月7日　全国衛生週間に合わせた掲示
　 12月1日～1月15日　年末年始労働災害防止強調期間に合わせた掲示

○ 転倒災害事故　　ゼロ件達成（管内の作業所における災害をゼロとする）
　・安全作業通路の確保
　・通路段差部分の危険表示
　・高所における開口部手すり、巾木の設置と安全帯着用設備の充実
　以上の項目を主に、パトロール、巡回点検等で確認、指導を行う。

○ 墜落・転落災害防止対策
　作業床、手すり、ネット等の設置による墜落リスクを低減した安全な作業場所の確保。がっち
　り安全帯運動の実施
○ 重機・クレーン関連災害防止対策
　車両系建設機械・移動式クレーンでの「ストリングキーの使用」、「シートベルトの使用」、
　「立入禁止措置の徹底」、「重機移動、車両後進時の誘導員の配置」、「つり荷直下の人払い
　徹底」
○ 転倒災害防止対策
　作業通路の確保（段差をなくす、通路上に物を置かない、表示する）
上記の安全管理活動をＪＶ職員・職長・全作業員が一体となって展開する。

○ 10月1日のグループ全体朝礼において、最近の労災の増加傾向（特に転倒災害）を説明し
　 た後、「ゼロ災Challenge！2016」に参加することを表明し、宣言文を読み上げる。
○ 会社玄関に宣言文と「stop！転倒災害」と掲示する。
○ 各月1日と15日の全体朝礼において、現況と気付いた注意点を発表する。

ここ数年、労災は発生していないので、このキャンペーンに参加して、残念な結果が出ないよ
う気を引き締めていきたい。

○ 業務上必要な点呼において、労災がなかったかの確認を毎回行う。また、休日においても、
　 異常有無の確認をします。
○ 現場での危険なポイント、無理をする業務があったかの確認をします。

いずれも、運転日報の余白に確認欄を設け、実施を記録に残し、確認漏れを防止します。

○ 10月1日のグループ全体朝礼において、最近の労災の増加傾向（特に転倒災害）を説明し
　 た後、「ゼロ災Challenge！2016」に参加することを表明し、宣言文を読み上げる。
○ 会社玄関に宣言文と「stop！転倒災害」と掲示する。
○ 各月1日と15日の全体朝礼において、現況と気付いた注意点を発表する。

ここ数年、労災は発生していないので、このキャンペーンに参加して、残念な結果が出ないよ
う気を引き締めていきたい。

○ 10月1日のグループ全体朝礼において、最近の労災の増加傾向（特に転倒災害）を説明し
　 た後、「ゼロ災Challenge！2016」に参加することを表明し、宣言文を読み上げる。
○ 会社玄関に宣言文と「stop！転倒災害」と掲示する。
○ 各月1日と15日の全体朝礼において、現況と気付いた注意点を発表する。

ここ数年、労災は発生していないので、このキャンペーンに参加して、残念な結果が出ないよ
う気を引き締めていきたい。

建設業

建設業

○みづほ3S活動（整理・整頓・清掃）の徹底
　・作業通路、階段、出口に物を放置しない
　・効率的な収納
　・安全に移動できるように十分な明るさを確保する
○転倒を防止するための教育
　・時間に余裕をもって行動する
　・足元が見えにくい状態で作業しない
　・滑りやすい場所等に注意喚起の標識をつける

○これから事故の発生が多くなるので、通勤途上の交通安全意識の向上と、安全第一をモットー
　に作業に取り組む。

○事業者等の現場パトロール（目標　事業者月1回　その他月3回）
○災害事例検討会の実施（目標　月1回）
　・安全衛生委員会に併せて開催
　・ヒヤリハット、安全対策の発表及び評価
　・リスクアセスメントによる事例検討
○全社員意識高揚のための掲出（社内ネットを含む）
　・10月1日～10月7日「全国衛生週間」
　・12月1日～1月15日「年末年始労働災害防止強調期間」
　・安全標語（現場安全、交通安全）の掲出
　・「事故防止10教訓」「防衛運転のすすめ」等の掲出



31 大同開発株式会社 能登工場 輪島市
石油製品・

石炭製品製造業

32 北陸明治運輸株式会社 石川営業所 白山市 運輸交通業

33 加賀・北都 特定建設工事共同企業体
金沢港港湾機能施設整備（荷役機械）工事（基礎工その1）

金沢市 建設業

34 北陸電気工事株式会社 金沢支店 金沢市 建設業

35 株式会社オノモリ 能美市
一般機械器
具製造業

36
株式会社ジェイアールサービスネット金沢

金沢支店
金沢市 小売業

37 北菱電興株式会社 本社 金沢市 建設業

38 北菱電興株式会社 開発センター 白山市
電気機械器
具製造業

39 北菱電興株式会社 いなほ工場 金沢市
電気機械器
具製造業

40 北菱電興株式会社 流通センター 金沢市 卸売業

41 上田運輸株式会社 小松市 運輸交通業

42 株式会社尾山製作所 加賀市
一般機械器
具製造業

43 有限会社昌和商事 小松市 その他の商業

44
アール・ビー・コントロールズ株式会社

 本社
金沢市

一般機械器
具製造業

45
アール・ビー・コントロールズ株式会社

金石工場
金沢市

一般機械器
具製造業

46
アール・ビー・コントロールズ株式会社

鶴来工場
白山市

一般機械器
具製造業

47 清水建設株式会社 北陸支店
金沢工大学園41号棟（夢考房）新築工事

金沢市 建設業

○社内巡視の強化
○安全衛生委員会を通して安全意識を高めるよう全社員に指導・周知
○ストレスチェック制度の実施（派遣社員等を含めた全社員対象）
○転倒災害防止対策の指導・教育

○厚労省・中災防が提唱している「ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト」を取り入れて活動する。
【具体的な取組】
 　  ・ポスターを掲示して注意喚起を促す。
　　・転倒災害防止のためのチェックシートで各職場の総点検を実施する。
　　・安全衛生委員会で審議し問題点・問題箇所を改善する。
　　・安全パトロールを実施して改善効果を確認する。

○社内巡視の強化
○安全衛生委員会を通して安全意識を高めるよう全社員に指導・周知
○ストレスチェック制度の実施（派遣社員等を含めた全社員対象）
○転倒災害防止対策の指導・教育

○参加の周知徹底のため、部門毎に全員に当キャンペーン書を回覧。
○昌和商事用にポスターを作成し、各部門に貼り出す。
○衛生委員会で「転倒防止のためのチェックシート」を参考に、部門毎に問題点の洗い出しと
　対策を検討する。

○社員から集めた「ヒヤリ・ハット」をもとに危険箇所の改善を進めます。
○ＫＹTのレベルを上げるため、まずはＫＹTトレーナーの育成を行います。
○安全巡視を強化し、実施します。

○危険を予知し、正しいルールで手順を追及、作業所一丸となり労働災害防止
○休業災害ゼロ、三大災害（墜落・重機関連災害、崩壊、転倒）並びに第三者災害の絶滅
　　・１人ＫＹの推進
　　・作業手順変更時のルール厳守
　　・重機関連災害防止
　　・墜落、飛来落下災害防止
　　・挨拶、ひと声かけあい運動の推進
　　・朝礼と現場ＫＹMの全員参加
　　・ダブルセーフティーの実施

○社内巡視の強化
○安全衛生委員会を通して安全意識を高めるよう全社員に指導・周知
○ストレスチェック制度の実施（派遣社員等を含めた全社員対象）
○転倒災害防止対策の指導・教育

○転倒防止の取組みとして、工場床のペンキ塗り替えや社内ヒヤリ・ハット事例の掲示と安全
　教育を行います。
○月１回の5Ｓパトロールによって危険源を事前に発見し、対策を行って労災を防止します。
○労使一体となって会社目標である30ヶ月連続労災発生ゼロ（12月末時点）を目指します。

○社員から集めた「ヒヤリ・ハット」をもとに危険箇所の改善を進めます。
○ＫＹTのレベルを上げるため、まずはＫＹTトレーナーの育成を行います。
○安全巡視を強化して実施します。

○社員から集めた「ヒヤリ・ハット」をもとに危険箇所の改善を進めます。
○ＫＹＴのレベルを上げるため、まずはＫＹＴトレーナーの育成を行います。
○リスクアセスメントを実施し、リスクの低減をしていきます。
○安全巡視を強化し、実施します。

○これから事故の発生が多くなるので、通勤途上の交通安全意識の向上と、安全第一をモットー
　に作業に取り組む。

○重点取組予定
　転倒災害の防止
　・従業員に、3大原因「滑り」「つまずき」「踏み外し」による転倒災害が石川県内で増加し
　　ている現状を周知し、注意喚起を行う。
　・職場の総点検で転倒しやすい箇所の抽出を行い、表示・不良品交換・新しいものの設置等で
　　状況を改善する。
　・職場巡視、ハットヒヤリ報告等で改善効果を確認してゆく。

○労災事故「ゼロ」を達成する。
　・社内及び荷主工場の転倒危険箇所の現地調査と対応策の検討・実施。
　・特に、凍結による転倒災害防止に向けた荷主への申し入れを行う。

○転倒災害防止のための対策
　屋外作業のため、雨、雪のため作業足場条件が悪くなる。現場内の土砂、場内排水の徹底、降
　雪時の除雪作業、また重機足場として鉄板設置部段差解消、鉄板上の清掃を徹底させる。

期間中の労働災害ゼロを目指して以下の取り組みを実施予定です。
○労働災害防止対策
　・機械・設備等の修理、点検、安全作業マニュアルの整備
　・安全衛生教育の内容の充実・強化
○腰痛予防対策
　・腰部への負担の少ない作業方法の選択および見直し
○非正規雇用労働者等に対する労働災害防止対策
　・雇入れ時教育の徹底・内容の充実
　・派遣労働者における派遣元・派遣先責任者間の連絡調整の徹底
○転倒災害防止対策
　・作業通路における段差や凸凹、突起物、継ぎ目等の解消
　・危険箇所の表示等の危険の「見える化」の推進

○金沢支店内の全店舗（12店舗）において、「STOP転倒災害」に取り組む。9月の安全衛生
　委員会において取り組み説明及び知恵だしを行い、運動期間中の「ゼロ災害」を達成する。
○石川県内の金沢支店のほか、福井支店、富山支店の全店舗（11店舗）においても「ゼロ災
　Challenge!2016」の運動に取り組む。

○社内巡視・現場パトロールの強化
○安全衛生委員会を通して安全意識を高めるよう全社員に指導・周知
○ストレスチェック制度の実施（派遣社員等を含め全社員対象）
○転倒災害防止対策の指導・教育



48 中川製紙株式会社 白山市
パルプ・紙・
紙加工品
製造業

49 株式会社天狗中田本店 金沢市 小売業

50 石川建設工業株式会社 金沢市 建設業

51 石川サニーフーズ株式会社 中能登町 食料品製造業

52 大阪有機化学工業株式会社 金沢工場 白山市 化学工業

53 株式会社松原光工業 金沢市 建設業

54 サカイ電工株式会社 金沢市 建設業

55 高松機械工業株式会社 白山市
一般機械器
具製造業

56 加州建設株式会社 工事部 金沢市 建設業

57 加州建設株式会社 羽咋営業所 宝達志水町 建設業

58 加州建設株式会社 加賀営業所 小松市 建設業

59 加州建設株式会社 輪島営業所 輪島市 建設業

60 わらべや日洋株式会社 白山市 食料品製造業

61 株式会社大丸 珠洲市 小売業

62 米沢電気工事株式会社 本社 金沢市 建設業

63 清水建設株式会社 北陸支店
（仮称）小松駅南ブロック複合施設新築工事

小松市 建設業

○【標語】（スローガン）
　　見逃すな「すべり」「つまずき」身の危険
○【取組】
　　転倒事故の場合、ほぼ「すべり」「つまずき」によるもので下記取組を行う。
　　　・整理・整頓を行い、作業スペースを確保する。
　　　・滑りやすい場所、つまずきやすい場所の確認をしておく。

＊朝礼時にスローガンを昌和して、業務開始する。

○10月に「転倒災害防止のためのチェックシート」を活用し、職場点検を実施。安全衛生委
　員会にて改善策の検討・取組事項を決定する。11・12月で改善取組事項を実施する。
○12月に「ながら歩き」「ポケットハンド」を注意喚起するため、出退時間帯に声掛け運動
　を実施。

○トップによる意思表明と関係労働者への意思統一及び安全意識の高揚
○安全パトロールによる職場の総点検
○安全ＤＶＤの視聴、小冊子の回覧、ＨＰによる自社の安全衛生活動の発信
○毎週の朝礼時と交替引継ぎ時での安全スローガンの昌和
○パトロールやヒヤリハット報告に対する対策の実行と進捗チェック
○転倒災害防止のため、滑り止めテープ・ペンキによる対策と注意看板・ポスターの掲示
○各自「自分達の職場や班から事故、災害、ケガ人を出さない」意気込みで仕事に取り組む

上記７項目について、全社一丸となって取り組み、期間中の労働災害ゼロを目指します。

○毎月2回の店社安全パトロールの実施。
○月1回の安全衛生委員会の実施。
○工事着手前の施工検討会の実施。
○工事着手前のリスクアセスメントによる危険作業検討会の実施。

　“基本のキ”０災運動！　　～安全活動の原点に戻る～（転倒防止を含む）

○5Ｓ活動の徹底（維持管理向上）
　　ＯＹＰＭ活動（社長・経営陣によるトップ診断：10月）
　　　　～「日本一きれいな工場」を目指して、20年以上の継続活動～
○指差呼称の徹底
　　・各製造プラントに指差呼称重点エリアを設定し、確実実施の徹底
　　・指差呼称の深堀り（重要性再認識教育の実施：10月）
○保護具総点検
　　・全員が保護具（ヘルメット、保護メガネ等）の清掃・点検、エアコンフィルター等の掃
　　　除、救急箱のチェックなど（全国労働衛生週間行事）

○10月4日（火）　協力業者を含めた全員参加での安全衛生大会の開催。
○毎日の現場におけるＫＹ活動、リスクアセスメントの完全な実施。
○墜落・転落災害、転倒災害の防止及び安全帯の確実な使用。
○各現場において、全国労働衛生週間（10月1日～7日）の行事の積極的に参加。
○「ゼロ災Challenge！2016」に参加するにあたり、期間中、全社一丸となりゼロ災を達成
　します。

○全社一丸となり、労使協力して労働災害防止のための取組を継続し、期間中の労働災害ゼロ
　を達成します。

○期間中の取り組みについて、期間中は危険箇所に目を光らせ、早期発見、早期改善、早期実
　行を行います。
○転倒災害が増加傾向にあるということで、いつも当たり前に歩いていた通路での転倒を未然
　に防ぐと共に災害０を目指します。
○毎月のミーティングで転倒防止の事例発表を行います。

○例年、この期間は建設業においても災害の発生率が高く、安全意識の高揚に努めているとこ
　ろですが、今年度は「ゼロ災Challenge！2016」への取り組みの趣旨と転倒災害が大幅に増
　加している現状を安全朝礼等にて周知し、みんなで事前に防止策を検討し、実践します。
○期間は冬季へとかかるため、雪氷による滑り防止に重点を置き、対策を講ずることで、期間
　中の災害ゼロを達成します。

○～安全・安心はｋｋの健康から～　　急がば回れ !! 安全第一、最優先で！
○職場でも家庭でも、どんなに忙しくても、今一度、心に問いかけよう、いかなる時も安全を
　第一に最優先。

○小松駅に近接した工事であり、通勤通学のために多くの市民が現場付近を通行している状況
　を踏まえ、第三者災害ゼロ、ＪＲ輸送障害ゼロを目指すとともに、事業場内での転倒災害の
　防止を図る。
【具体的取組】
　　・誘導なき工事車両の搬入禁止
　　・風散飛散防止の徹底（資材の固縛およびネットによる覆い込み）
　　・段差の視える化（段差部にペイントを施し明示する）
　　・可搬式作業台の使用ルールに関する勉強会を実施
　　・安全パトロール（週1回）を実施し継続的に事業場内を整備
　　・安全通路の明確化（通路上に物を置かない）

○安全掲示板に「転倒災害」についての注意事項を貼り付ける。
○巡視時に、走っている作業者への声かけ・注意。
○靴底の残査・摩耗のチェック（注意のはり紙を貼る）。
○すべりやすい場所に、すべり止めのテープの貼り付け・貼り替え。
○床が水で濡れている場所は、水切りで対応を行う。
○床が油等ですべる場合は、サニテーションスタッフに伝え、クリーンバギーでの対応を行う。

○当社では毎月、各部署安全管理者による安全衛生委員会を実施しています。毎月各部署安全
　管理者による安全衛生パトロールを実施しています。
○10月に技術向上・交流事業主研修を予定しています。
○11月に社長特別安全衛生パトロールを予定しています。
○12月に協力業者事業主安全衛生パトロールを予定しています。
○安全部員による安全部自主パトロールを日々実施しています。
○9月末に社内・倉庫の一斉点検を行い、また社員より滑りやすい箇所の聞き取り調査を行い、
　つまずき・転倒災害防止の観点から不安全状態を一掃し、転倒災害防止に努めます。

○例年、この期間は建設業においても災害の発生率が高く、安全意識の高揚に努めているとこ
　ろですが、今年度は「ゼロ災Challenge！2016」への取り組みの趣旨と転倒災害が大幅に増
　加している現状を安全朝礼等にて周知し、みんなで事前に防止策を検討し、実践します。
○期間中、すべての現場において、転倒災害に対しての予防処置等に重点を置き、各現場ごと
　に適した予防対策を立てて、期間中の災害ゼロを目指します。

○期間中は、「ゼロ災Challenge！2016」取り組みへの趣旨と全国的に転倒災害が大幅に増
　加している現状を安全朝礼等にて周知し、作業環境の整備・保持を軸として、事前に防止策を
　検討し、実践します。
○期間中は冬季であるため、雪氷による滑り防止に重点を置き、対策を講ずることにより期間
　中の災害ゼロを達成します。

「ゼロ災Challenge！2016」に参加するにあたり
○重点取組事項が転倒災害防止となっていますが、加州建設（株）加賀営業所においても、日
　頃より重機への乗り降り、急勾配現場での作業等で転倒災害が起きないよう注意しています。
○今回この取組に参加させていただき、今一度従業員全員安全意識を高め、ゼロ災を達成した
　いと思います。



64 北陸電気工事株式会社 小松支店 小松市 建設業

65 宇谷運輸株式会社 本社営業所 加賀市 運輸交通業

66 北陸ケーティシーツール株式会社 羽咋市
金属製品
製造業

67 株式会社岡組 金沢市 建設業

68 株式会社カワイキャスティング 羽咋市 鉄鋼業

69 株式会社セーフティ 金沢市 警備業

70 若築・本間・石田 特定建設工事共同企業体
北陸新幹線、能美西任田高架橋

能美市 建設業

71 みつぼしテクノ株式会社 石川支店 白山市 建設業

72 株式会社紙安クッキング 石川県庁職員食堂 金沢市 小売業

73 株式会社河内組 金沢市 建設業

74 株式会社豊蔵組 金沢市 建設業

75 株式会社豊商 白山市 建設業

76 金沢生コンクリート株式会社 金沢市 卸売業

77 柳昌建設株式会社 白山市 建設業

78 シンメ建設運輸株式会社 野々市市 運輸交通業

79 株式会社タック 金沢市 建設業

○定期的に安全会議を実施し、「ゼロ災Challenge！2016」に参加したことを全員に周知し、
　安全への意識を向上させてゼロ災害を達成させる！

○通勤時交通事故災害ゼロに向けた安全運転
○倉庫内での安全確認、指差し喚呼作業
○整理・整頓・清掃・清潔の徹底
○職場の危険箇所の顕在化

○新幹線工事着手にあたり、労働安全衛生関係法令に基づいた現場ルールを定め、関係者全員に
　周知し実践します。
○期間中は以下の事項を重点目標とし、ゼロ災を目指します。
　・高所からの墜落・転落災害の防止
　・重機による作業員のはさまれ・巻き込まれ及び激突され災害の防止
　・クレーン転倒災害の防止

○9月7日（水）「職場環境の再点検」を行い「転倒に至る危険箇所」を再度全員で点検したとこ
　ろ、玄関マットの一部損傷による危険箇所を修復
○9月の取組
　・9月9日（金）店社安全の日において、4月以降業界で発生した転倒事故4例を紹介し、起こ
　　りうる危険性を訴求。
○10月の取組
　・店社安全喚起「10月の目玉」ポスターを「転倒防止」に設定。10月8日（土）協力会社を
　　含めた安全推進大会を開催。
○11月の取組
　・店社安全の日で「脚立からの踏み外し事故防止」を喚起。
○12月の取組
　・路面環境悪化によるスリップ防止を訴求。

○「ゼロ災害、危険予知を怠るな!!」
○危険、要因を予測し、日々のＭＴＧで意見を出し合い、問題定義。この日常をこなすことで、
　現場ゼロ災害を目指します。

○期間中の取組は、ヒューマンエラーの撲滅を目指す。
○指差し呼称の励行運動（一旦立ち止まる意識）
○ヒヤリ・ハット報告運動により、リスク発見を目指す。
○作業終了後のひと言報告により、作業場職員と会社との一体化を図る。

○各作業所（現場）で、資材等を常に整理整頓し、安全通路や安全な作業床を確保して、
　作業中の躓き、転倒災害ゼロを目標として取り組みます。

○「ゼロ災Challenge！2016」の趣旨の周知徹底
○「転倒災害の防止」のための具体案について、各職場ごとにディスカッション、問題点、改善
　策の提起の場を設定する。
○「通勤時の災害防止と交通事故防止」についてもキャンペーンを行い、通勤時及び警備中の
　「交通事故撲滅」運動に取り組む。

○9月27日　労使間にて「ゼロ災Challenge！2016」の実施決定。
○重点目標　　転倒災害ゼロ
○重点実施事項
　・4Ｓの徹底
　・転倒しにくい作業
○推進事項
　・朝礼時、「ゼロ災Challenge！2016」を伝達
　・毎朝礼時にスクワット10回実施
　・ストップ転倒災害ポスターの掲示
○パトロール実施
　・重点実施事項をチェック

○「ゼロ災Challenge！2016」ゼロ災宣言証を本社及び全作業所に掲示し、安全に対する意識
　を高め、期間中の労働災害ゼロを達成します。また、各現場では以下の事項を期間中の重点項
　目とします。
　・重機作業時には安全ベストを着用し、運転手から確認しやすくする。
　・安全通路の確保を行う。（カラーコーンの設置や段差の明示を行う。）
　・コンクリート打設時の保護メガネの着用。（物の飛散の恐れがある際。）

○工場内つまづき転倒危険マップ作成

○安全衛生委員会　　1回／毎月開催（従業員からの問題提起）
○強化月間（10月～12月）職場点検フォローの実施
○重点活動内容
　・安全大会（研修）の実施　　　　　・始業前準備体操の実施
　・荷役時の転落転倒事故防止　　　　・疾病加療者の経過フォロー
　・計画的運行管理による疲労軽減活動
○参加申込に当たり
　弊社は、衛生活動の意識が軽薄なため、健康管理を重視した活動を推進し、また、荷役作業手
　順を総点検し、ゼロ災を目指します。

「やる気満々ゼロ災害!!」を合言葉に、期間中の無災害を達成します。
○安全衛生大会の開催（平成28年10月4日）
○月1回、安全衛生パトロールの実施
○各現場で安全衛生協議会の実施
○転倒災害の防止を各現場の月間目標に掲げる

○重点取組予定
　転倒災害の防止
　・従業員に、3大原因「滑り」「つまずき」「踏み外し」による転倒災害が石川県内で増加し
　　ている現状を周知し、注意喚起を行う。
　・職場の総点検で転倒しやすい箇所の抽出を行い、表示・不良品交換・新しいものの設置等で
　　状況を改善する。
　・職場巡視、ハットヒヤリ報告等で改善効果を確認してゆく。

○転倒防止
　・パンフレット掲示
　・転倒災害防止教育（各部署で勉強会）
　・構内通路の改善
○過去発生災害の見直し
　・災害報告書の再教育・改善見直し
○メンタルヘルス
　・ストレスチェック後のフォロー

○転倒、落下災害の防止を最優先に工場内の危険箇所の洗い出しと対策を行う予定です。



80 日機装株式会社 金沢製作所 金沢市
一般機械器
具製造業

81 アスパック株式会社 金沢市 印刷業

82 竹原運輸株式会社 羽咋・金沢営業所 金沢市 運輸交通業

83 株式会社北都組
二級河川犀川広域河川改修工事（二ツ寺河道掘削14工区）

金沢市 建設業

84 B社（社名非公表） 非公表 非公表

85 上村電建株式会社 金沢市 建設業

86 株式会社ホクコク地水 金沢市 建設業

87 加賀建設株式会社
　Ｈ27・28犀川橋外耐震補強工事

金沢市 建設業

88 公益社団法人石川県シルバー人材センター連合会 金沢市 派遣業

89 東亜電機工業株式会社 P＆Dセンター 小松市
電気機械器
具製造業

90 株式会社高田組 金沢市 建設業

91 シブヤマシナリー株式会社 津幡工場 津幡町
一般機械器
具製造業

92 澁谷工業株式会社 本社 金沢市
一般機械器
具製造業

93 星崎運輸株式会社 金沢市 運輸交通業

94 株式会社トーケン
石川ダイハツ販売（株）本社及び金沢駅西店新築工事

金沢市 建設業

95 株式会社トーケン
株式会社加賀屋社員寮新築工事

七尾市 建設業

96 日本郵便株式会社 金沢中央郵便局 金沢市 通信業

97 株式会社穴水村田製作所 穴水町
電気機械器
具製造業

○作業所重点目標　「躓き転倒災害の防止・第三者災害防止」
　・「ゼロ災Challenge！2016」参加に対する作業員全員の意識向上のため、期間中のスロー
　　ガンを作業員から募集する。スローガンを横断幕にし、作業員の見やすい場所に掲示する。
○足場上での躓き転倒災害防止対策
　・つり足場上にあるつりチェーンでの躓き・転倒災害防止のためのつりチェーン周囲の床材に
　　トラテープを貼る。
　・昇降階段はステップを滑り止め仕様とする。又、感知式ＬＥＤライトと蓄光シールを併用
　　し、暗がり時の踏み外しを防止する。
○第三者災害防止対策
　・休憩所から作業場所までの通路をカラーコーンや踏面テープで明示し、指定場所以外の通行
　　を禁止する。
　・工事用道路の走行速度は20㎞／hとする。
　・路肩への速度厳守看板の設置と各車両の速度メーターに明示する方法で意識の向上を図る。

○製作所内全体朝礼での宣言
○各部署ごとの無災害記録を「見える化」掲示
○従業員玄関への、転倒防止注意掲示
○従業員玄関への、滑り止めマットの設置

○「ＳＴＯＰ!転倒災害」の資料を各職場に配布し回覧、転倒災害防止への注意喚起します。

○安全意識の高揚のため、全員に労働災害ゼロ宣言の趣旨の徹底を図る。
○指差呼称で安全確認の実施。
○決められているルールの厳守
○全員転倒予防チェックを実施して安全意識を高める。

期間中、労働災害ゼロを達成します。

○安全通路部の片付徹底。
○場内路盤の不陸ゼロにより転倒防止。
○段差や転倒の恐れのある場所は明示する。

○5Ｓの徹底（躾を重点管理）
○段差のない作業床（足場）の構築

○工事用道路の出入口及び自転車道路横断部の敷鉄板等の段差解消及び表面滑止テープの
　点検・補修等の確認の徹底
○作業場内の段差及び危険箇所（転倒）の見える化の推進
○安全作業通路の確保

○墜落、転倒災害事故　ゼロ達成
　　職場内に「安全標語」を掲示し、注意喚起する。
○交通安全意識の向上と、安全第一をモットーに作業に取り組む。
○月1回　全体朝礼において現状と注意点を発表。

○高齢な職員の多い職場であり、特に転倒防止を心がけ労働災害撲滅に取り組みます。

○「声かけ運動」を展開し、無事故・無災害を目指す。
　　　互いに声を掛け合い、不安全行動をなくす。
○ＳＴＯＰ転倒災害プロジェクトの推進
　　　教育資料等を配布し、安全教育を実施する。

○転倒危険マップの作成
○転倒に関するリスクアセスメントの実施

○全員参加のリスクアセスメントＫＹを通して、現場にある危険の芽とそれに対する対策の実
　状を把握して、災害に至るリスクを取り除き、労働災害ゼロを達成します。
○現場内に安全通路を設け、通路を整理・整頓・清掃・清潔に維持し転倒災害防止を行います。

○当社の事故防止マニュアルに沿った取組及び交通事故防止のための安全確認行動の徹底（社員
　の意識付け）等を実施予定。

○全生産設備の安全点検実施
○ヒヤリハット事例を参考とした災害防止活動の展開
○腰痛防止のための、重量体感教育の実施
・「ゼロ災Challenge！2016」活動の掲示とによる啓蒙活動実施

○転倒危険マップの作成
○転倒危険場所の表示

○10月8日の安全会議（全体会議）にて、社内の危険箇所について情報を収集し、危険マップ
　を作成。
○転倒危険箇所には、危険ステッカーを貼り、注意喚起する。また、日が短くなってきたので、
　倉庫及び駐車場などの照明点灯時間を早めに設定し、転倒災害の防止に努める。
○11月5日の安全会議に、金沢市スポーツ事業団様によるスポーツ指導者派遣を活用して、ス
　トレッチ体操を習い、転倒予防のための体づくりを行う。

○毎月の災害防止協議会の実施。
○全国労働衛生週間での衛生パトロールの実施。
○作業所内の照明設備を常に点検し、転倒災害防止に努める。
○作業所内通路の整備を徹底し、転倒災害防止に努める。

○従業員によるＳＴＯＰ（安全トレーニング観察プログラム）巡回
○職制による安全衛生パトロール
○ストレスチェックの実施及び結果フォロー
○転倒防止を重点にリスクアセスメントの実施
○ヒヤリハット事例の水平展開
　　＊全職場をあげて、“安全第一”の継続的実線を図る



98 アサヒ株式会社 金沢市
ビルメンテ
ナンス業

99 丸一運輸株式会社 七尾市 運輸交通業

100 株式会社ワクラ村田製作所 七尾市
電気機械器
具製造業

101 農事組合法人千里浜養鶏組合なぎさファーム 宝達志水町 畜産業

102 C社（社名非公表） 非公表 非公表

103 株式会社トーケン
株式会社箔一安原第五工場建設工事

金沢市 建設業

104 竹腰永井建設株式会社 白山市 建設業

105
日本郵便輸送株式会社 北陸支社

金沢営業所
金沢市 通信業

106 有限会社オートモービレッジ 小松市
その他の
製造業

107 有限会社能登物流 能美市 運輸交通業

108 特別養護老人ホームみゆきの郷 小松市 社会福祉施設

109
パナソニックシステムネットワークス株式会社
システムソリューションズジャパンカンパニー北陸社

金沢市 その他の事業

110 林ベニヤ産業株式会社 七尾工場 七尾市
木材・木製品
製造業

○「毎日行う服装チェック」
○服装の乱れによる「はさまれ・巻き込まれ、転倒災害」の防止に努める。

○9月9日（金）開催の研修会において「ゼロ災Challenge！2016」への参加に伴う転倒災
　害防止に関する研修を実施。
○10月に発行する会報にて再度注意喚起。
○期間中、月1回安全衛生に関する現場巡回を実施

○転倒防止パトロールの実施
　　転倒やつまずきの危険箇所やリスクがないかパトロールを実施
○ヒヤリハット報告強調月間の設定
　　ヒヤリハット報告の強調月間を設け報告を促す。
○積雪・凍結路面における災害の防止
　・冬季における構内通路の転倒災害防止PR
　・積雪・凍結路面運転未経験（出向異動者）に対する交通安全教育の実施
　・凍結危険箇所の凍結防止剤散布による転倒防止

※その他、事業場名・取組予定事項等全てを非公表と希望している５事業場含め、計115社

【事業所職場内】
○5S強化と職場内総点検を実施する。
○階段や各フロアー出入口、カーペットなどによる転倒箇所の点検と是正措置・対策を実施
　する。
【工事現場】
○店社トップ安全衛生パトロールを2回実施とENG責任者による現場巡視・安パトを４回実
　施する。
○安全衛生教育ビデオ学習により転倒災害防止の意識高揚を図る。
○工事現場の無災害日数3,137日達成（12月31日時点）。

○荷積み荷卸し時の作業事故0（ゼロ）を目指す！
○荷台からの飛び降りはしない！
○作業時は怪我防止のため、必ず手袋着用！
○雨の日のフォークリフト操作は特に注意！
○毎月開催の安全会議にて危険予知トレーニングを実施します。

○転倒災害ゼロを宣言する。
　具体策：防水の入浴介助用のスリッパを全浴室に設置し、すべりによる転倒防止対策を万
　全にする。
○朝礼時に腰痛予防体操を行い、腰痛による労働災害をゼロにする。

○毎日のＫＹＴ活動実施による職場の注意喚起と安全管理
○安全パトロールにて危険箇所の摘出と改善
○報・連・相を徹底し作業の流れを安全、円滑に進める
○「危ないぞ！」厳しく注意、安全な職場づくりの徹底

○重機災害及びクレーン等の転倒事故防止
○足場上及び高所部からの飛来落下事故防止
○足場・脚立及び高所作業車からの転落・墜落事故防止

私の現場では「どの仕事よりも安全がすべてにおいて優先する」を目標に、安全を第一に考え、
無事故無災害で工事を進めて行こうと思います。

○“ゼロ災”を目標に、社内パトロールを月2～3回行い、安全施工体制を強化する。
○各現場の安全巡視及び社内パトロールに、転倒災害防止のためのチェック項目を折り込み巡
　視する。
○“一人一人が現場監督です！”を合言葉として、従事者全員で安全施工に取り組む。

○取組期間中、毎月1日を労災事故防止強化日として、点呼等で労災事故防止の社員への注意
　喚起を実施するとともに、郵便局での積卸時の立合監査を強化して、期間の事故ゼロを目指
　す。

○一寸先は闇！
○確認で始まり、確認で終わる。

○労働災害ゼロ運動
　　その油断　ミス呼ぶ　事故呼ぶ　ケガ呼ぶ
【取組】
　・安全衛生委員の職場安全パトロール
　・運輸安全マネジメント中間集計
　・ストレスチェック制度実施
　・全員参加の5Ｓ運動の実施
　・冬期間の事故絶無教育実施

○朝礼での呼びかけ及び現場に掲示物を貼ることで、注意喚起を行い、労災ゼロを目指します。


